
運送事業者施設への作業集約で積込時間を短縮 福井県 1

｀► 荷主企業 ：サカイオーベックス株式会社

福井県に本社を置く染色加工業で、日本全国及び海外に染色された

主としてアパレル用反物を出荷している
►運送事業者A：福井貨物自動車株式会社

福井県に本社を置く。特別積合せ業者で、本件では国内配送を担当

► 運送事業者B：株式会社ミツノリ

福井県に本社を置く。倉庫と運送が主体業務で、本件では輸出貨物

の輸送を担当

► 荷種 ：繊維製品（反物）

｀
 9

・工場内の輸出梱包作業場が狭陰で、非効率な作業が行われていたため、輸出貨物の輸送を担当す
るミツノリの拠点に梱包作業場所を設け、梱包作業から積込みまでを一連の流れで実施
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されたダンボール

この後、パレットに積
み替える
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運転手が梱包工程
から共同で作業

・パレットヘの積み替え工程が不要に

・積込に要する時間が約1時間短縮

・出発時間も早まる
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・狭溢な場所で作業が行われていたため、梱包作業が非効率で、積込に2時間から4時間、最大で9時

間かかることがあった

・ 出発時間が遅れるため、下ろし先（休息期間を取得する場所）への到着が遅くなり、十分な休息期間

を取得できず、拘束時間が長くなる

・輸出に係る外貿貨物について、梱包作業を効率化する実験を行った

・具体的には、輸出梱包工程を、荷主工場内ではなく、輸送業者であるミツノリの拠点で行う。広いス

ペースを確保し、梱包工程から仕分け、積込みに至るまでの工程を合理化する。これにより、車両の出

発時間を早める

• 実験を行うにあたっては、サカイオーベックス花堂工場に設置している梱包用機材（バンド掛け機）をミ

ツノリの拠点に移動。梱包事業者はミツノリの拠点に移動し、梱包作業を行った

・積込み開始時刻はほぼ従来通りであるが、積込み完了時刻は57分前倒しとなった

・パレットヘの積み替え等の工程がなくなったことにより、積込みに必要な時間も約1時間短縮できた

• これにより休息期間を取得しやすくなる

・梱包作業場を外部に移動することで、国内出荷貨物や、倉庫前にシート掛けされて置かれていた入

庫待ち貨物の置き場が確保できた

①成功のポイント
・荷主と運送事業者、梱包業者が課題を共有し、数度にわたる打ち合わせを綿密に行ったこと。梱包か

ら積込に至る工程を梱包業者と運送事業者が共同で作業することで連続性を構築でき、ムダな工程

を無くすことができた

②課題

ダンボールのデリバリーにおける無駄の排除。ダンボールは出荷当日の朝から組んだ状態で配送さ
れるために、2tロングの配達車両に当日分が全て乗り切らず、何回にも分けて配達されていた

・量が多い場合にはダンボールの配達がボトルネックになるため、今後検討が求められる
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従来4日間平均 実験期間中

運行 日 5日間平均 効果 出発時刻の変化
( B efo r e)

(A ft er )

貨物積込開始時刻 13:53 14:02 0:09 従来平均 | 1 8時 1 0分

貨物積込完了時刻 18:10 17:13 △0:57 遷
積込所要時間 4:17 3:11 △1:06

実験平均 | 1 7時 1 3分 1

実質積込所要時間 2:19 1:22 △0:57
注 ：実質積込所要時間は、当該作業が他業務と並行して行われているた

め、対象業務に係わる作業時間のみを抽出したものである


